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目的：地域医療構想の根幹をなす地域医療計画は、各都道府県で策定される。医療計画自

体は公開されているものの、これらが全国でどのような共通部分があり、取り組みの差が

生じているのかは明らかになっていない。本研究は、統合型検索エンジン機能と高度なテ

キストアナリティクス機能を有する IBM Watson Explorer (以下「WEX」)を用いた自然言語

解析を通じて、全国の医療計画の地域間比較・参照を容易にし、医療計画内容向上に資す

ることを目的とした。 

方法：各都道府県の地域医療計画から分析、定義した 17 因子に対して、同文書内に出現す

るフレーズや単語の頻度や、相対的な傾向分析を行うことで、同義語となるものを探索・

抽出させ、相関分析を行った。具体的には、一つの章を一つ（あるいはある特定）の事項

の説明単位と考えることで、同一章内に出現する頻度と、文章全体で出現する頻度とを比

較することで、類似した概念を表すフレーズや単語の可能性を相関分析により数値的に示

した。 

結果：PDF 形式からテキスト形式に変換可能だった 44 都道府県の地域医療計画を解析対象

とした。本研究では「一次予防、健診・早期発見、体制」についての検討を行うことを想

定し、初期の因子を設定した。まずこれらの一般的同義語を一般的辞書より抽出し、機械

の初期学習に与えた。同時に、文章のクリーニングとして WEX により、文書の形態素解析

を行ってフレーズや単語に分解し、初期因子の存在をフラグした。続いて、これら初期の

因子と相関が高いフレーズや単語を抽出した。 

考察：本研究では、自然言語解析を行うための準備としての、辞書の拡充を行うための手

段について、機械的な処理の応用を試みた。結果的に様々な類似語を同定することができ

た。この中にはいわゆる正しくない結果も含まれているため、これらの中からさらに人の

目によるなど何らかの方法での選出が必要になるものの、研究者が当初予測していないよ

うなフレーズも抽出されてくるため、辞書の機械的な拡充を行うための非常に有力な手段
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の一つとして活用できた。今後この作業をシステマティックに繰り返していくことで、さ

らに特徴的な表現を拡充あるいは洗練することが可能になると考えられ、ここで構築され

た「辞書」を用いることで、医療計画だけではなく、それに関連する文書の言語解析を行

うための有用な基盤になることが期待される。今回見えてきたデータ処理上の課題から、

データ提供元としての行政に対し、フォーマットの統一や、少なくともデータとして活用

しやすいフォーマット等の提言を行っていく。 

結論：本研究では、地域医療計画の文書解析を行うための「辞書」を機械的に拡充した。 

これら自然言語解析をより発展させること通じて、全国の地域医療計画の地域間比較・参

照を容易にし、計画内容の向上に資することが期待される。
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Ａ．研究背景と目的 

各都道府県で策定し、5 年に 1 度見直し

がなされる医療計画によって、効率的かつ

質の高い医療提供体制を構築し、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保を推進す

ることが期待されている。この計画は、各

都道府県が地域の実情を勘案し、独自に策

定することが求められる。このため、5 疾

病 5 事業を始めとして重点的な課題や基本

方針が定められているものの、全国画一の

計画にはならない。医療計画自体は公開さ

れているものの、これらが全国でどのよう

に共通部分があり、取り組みの差が生じて

いるのかは明らかになっていない。この計

画は計画書として文書で記されたものであ

り、計画自体の定量的な評価や全国での比

較は困難である。 

最近は、機械学習など、ソフトウェアに

より様々なデータの処理の可能性が開かれ

てきた。その中の一つとして統合型検索エ

ンジン機能と高度なテキストアナリティク

ス機能を有する IBM Watson Explorer (以

下「WEX」)がある。IBM によれば、WEX

は、自然言語解析を核としたテクノロジー

に基づく対話型ソリューションを有する

Watson ファミリー群におけるプラットフ

ォームとして位置づけられている。 

そこで、今回、このテクノロジーを利用

することで、全国 47 都道府県の医療計画を

分析し、比較を行うことを目標としつつ、

まずその第 1 歩として医療計画の文章につ

いての分析を試みた。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究では、医療計画の分析を行うため

の前段階として、文章の解析を行うための

第 1 歩目を行った。現在のテクノロジーで

は、単純にデータを投げ込めば答えが返っ

てくるまでには成熟していない。文章であ

れば、大きく分けてまずデータの基礎的ク

リーニングを行い、意味づけを行い、分析

を行うという過程が必要になる。本研究で

は、文章にデータとしての意味づけを行う

過程の一つを行った。この方法にはさまざ

まなアプローチが考えられる。一般的に言

語処理では、対象となる文書に応じた「辞

書」を作成することが必須となるが、今回

はこの辞書を、一定の統計処理により拡充

する試みを行ったものである。各都道府県

の地域保健医療計画から分析する 17 因子

を研究者が任意に決定し、その同義語とな

るフレーズや単語を探索し、定義する処理

を行った。この作業は WEX では相関分析

機能と呼ばれ、WEX の特徴の一つである。

具体的には初期に定義した因子に対して、

同文書内に出現するフレーズや単語の頻度

や、相対的な傾向分析を行うことで、同義

語となるものを探索・抽出させる過程であ

る。ここでは「相関分析」と呼ばれる手法、

具体的には一つの章を一つ（あるいはある

特定）の事項の説明単位と考えることで、

同一章内に出現する頻度と、文章全体で出

現する頻度とを比較することで、類似した

概念を表すフレーズや単語の可能性を数値

的に示す手法を用いた。 

 

Ｃ．研究結果 

47 都道府県の地域医療計画をダウンロ

ードし、解析の準備を行った。公開されて

いる文書はすべて PDF 形式であり、これら

をテキスト形式に変換した。変換は汎用

PDF 読み取りあるいは編集ソフトウェア
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を利用しつつ行ったが、3 都道府県のファ

イルにはテキスト情報が一切含まれておら

ず、変換を断念し、結果的に 44 都道府県の

データを解析対象とした。 

本研究では「一次予防、健診・早期発見、

体制」についての検討を行うことを想定し、

初期の因子を設定した。まずこれらの一般

的同義語を一般的辞書より抽出し、機械の

初期学習に与える（表 1）。同時に、文章の

クリーニングを行う。文章を章に分割し、

さらに文単位に分割する。WEX により、文

書を形態素解析し、フレーズや単語に分解

した。ここでまず初期の因子の存在をフラ

グする（表 2）。続いて、これら初期の因子

と、「相関」が高いフレーズや単語を抽出し

た。 

具体的には（表 3）に示すように例えば

「体制」を表すものとして設定した「維持

期」を初期の因子とした場合、「回復期」で

は非常に高い相関を認め類義語として候補

に挙がった。ここで示すように頻度だけで

はなく、文章全体での頻度との比をもとに

した相関を係数としてあらわしている。例

えば「患者」や「治療」なども頻度として

は高いものに分類されるが、文章全体でも

比較的頻出しているため、相関の係数とし

ては低く、類似するものの候補からは外し

てもよい例となる。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、自然言語解析を行うための

準備としての、辞書の拡充を行うための手

段について、機械的な処理の応用を試みた。

結果的に様々な類似語を同定することがで

きた。この中にはいわゆる正しくない結果

も含まれているため、これらの中からさら

に人の目によるなど何らかの方法での選出

が必要になるものの、研究者が当初予測し

ていないようなフレーズも抽出されてくる

ため、辞書の「機械的」な拡充を行うため

の非常に有力な手段の一つとして活用でき

たと考えられる。 

この解析をさらに進めていくことで、こ

の作業をシステマティックに繰り返してい

くことで、さらに特徴的な表現を拡充ある

いは洗練することが可能になると考えられ、

ここで構築された「辞書」を用いることで、

「医療計画」だけではなく、それに関連す

る文書の言語解析を行うための有用な基盤

になることが期待される。 

一方で、今回の解析では、複数都道府県

の文章データは、そのデータの性質上利用

することができなかった。本解析の有用性

を説明することで、行政の方々にもご理解

いただき、計画書をはじめとするデータ提

供のあり方についても、フォーマットの統

一や、少なくともデータとしての活用しや

すいフォーマットの提唱などを行っていけ

ると考えている。具体的には、PDF だけで

はなく、テキストとして認識しやすい

TEXTやMicrosoft Wordなどの形式での並

行した頒布がまずは期待されることのほか、

少なくとも PDF にはテキストをフォント

とともに埋め込むことなどのソフトウェア

的な提唱なども可能と考えられた。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、地域医療計画の文書解析を

行うための「辞書」の機械的拡充を行った。 

これら自然言語解析をより発展させるこ

と通じて、全国の医療計画の地域間比較・

参照を容易にし、計画内容の向上に資する

183



ことが期待される。 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 

特になし
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（表１） 初期に任意に設定した因子（3 因子）に対する、一般的同義語を設定 

 

 
 

 

（表 2） 文章を章ごと、さらに文に分け、それぞれに初期因子の同義語の存在

を検索する。 
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（表 3）「体制」を表す初期因子「維持期」と高い相関を示す単語の例 
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